
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊【主な講義内容】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第 1 回 生成 AI を活用した特許検索・調査 

 生成 AI 時代の特許調査と特許情報活用 

 特許検索・調査の流れと生成 AI 活用 

 生成 AI を使った特許調査の自動化 

 生成 AI を使って特許公報を読む 

 

第 2 回 生成 AI を活用した特許情報分析・活用 

 特許情報分析の目的と生成 AI 活用 

 生成 AI を使って自組織の強みを把握する 

 生成 AI による特許分析とレポート作成 

 生成 AI を用いたマーケット情報・論文情報収集 

 生成 AI を用いた立場別特許情報活用と今後の展開 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊【講師：㈱イーパテント 野崎篤志氏】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

～令和 8年度いわて知的財産権セミナー～ 

生成 AIを活用した特許情報調査・分析実践セミナー 

―研究開発・事業支援に活かす検索・整理・分析の新しい進め方― 

主催：岩手県   共催：IＮＰＩＴ岩手県知財総合支援窓口 

協力：（地独）岩手県工業技術センター   実施：（一社）岩手県発明協会 

◆日時：第 1 回 令和 8 年 11 月 6 日（金）13：30～16：30 

     第 2 回 令和 8 年 12 月 9 日（水）13：30～16：30 

◆会場：岩手県工業技術センター1 階大ホール（盛岡市北飯岡 2－4－25） 

※開催方法：リアル方式及びオンライン方式（Zoom 使用）による講義を行います。 

◆定員：40 名（リアル会場） オンラインよる受講は特に定員を設けません。 

◆参加料：無料 

◆申込方法：事前のお申込みが必要です。詳細は裏面をご覧ください。(10 月３0 日（金）〆切) 

・出身地：新潟県 

・慶應義塾大学院理工学研究科 総合デザイン工学専攻 

修士課程修了（工学修士） 

・金沢工業大学院工学研究科 ビジネスアーキテクト専攻 

修士課程修了（経営情報修士） 

・株式会社イーパテント 代表取締役社長 

           ～ 以下、裏面参照 ～ 

 

 

 



• ＫＩＴ虎ノ門大学院イノベーションマネジメント研究科客員准教授 

• 大阪工業大学大学院知的財産権研究科客員教授 

• 中央大学 理工学術院 非常勤講師 

• 一般社団法人情報科学技術協会 理事 

• 特許検索競技大会 実行委員会 副委員長 

日本技術貿易株式会社 IP 総研マネージャー、ランドン IP 合同会社シニアディレクター、 

2017 年 5 月に株式会社イーパテントを設立し、代表取締役社長に就任。 

「知財情報を組織の力に○R」をモットーに知財情報コンサルティング（技術動向分析、競合他社分析、

知財デューデリジェンス、中長期戦略策定支援・発明創出支援など）や人材育成・研修業務に従事

する傍ら、YouTube「野崎篤志のイーパテントチャンネル ー調査・分析系中心―」や note など

複数の情報発信メディアを運営している。 

2019 年 3 月、平成 30 年度特許情報普及活動功労者表彰 特許庁長官賞受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ・お申込み先】 

■一般社団法人岩手県発明協会 担当者：佐々木または酒井 

所在地：〒020-0857 盛岡市北飯岡 2-4-25    

Tel 019-634-0684  Fax  019-631-1010 

e-メール h-sasaki＠iwate-hatsumei.org 

■ 事前にお申込みが必要です。（〆切：令和８年１０月３０日） 

お申込みに当たっては、別紙の受講申込書（受講者名簿）を Fax 又はメール添付でお申込み

ください。 

受講方法として、岩手県工業技術センター1 階大ホールでの受講と Zoom によるオンライン

での受講を選択できます。 

Ｚｏｏｍによる受講の場合は、使用するＰＣのメールアドレスに招待ＵＲＬを送りますので別紙

受講申込書に受講に使用するＰＣのメールアドレスを記載してください。 

オンラインでの受講に当たっては、出来るだけ 1 台のＰＣにしていただきたいのですが、受講

者が同じ会場等で受講が難しいなどの理由で複数のＰＣを使用する場合は、それぞれのＰＣのメ

ールアドレスを記載してください。 

 



｛別紙｝         受講申込書（受講者名簿） 

                           会社・機関名：                          

   ◆ 受講用 PC のメールアドレス（必ず記載して下さい。複数の PC を使用する場合は、それぞれ

のメールアドレスを併記してください。）：                                          

      （〆切：令和８年１０月 30 日）                                                   

※希望する受講方法についてはどちらかに✔して下さい。 

氏    名 役  職  名 希望する受講方法 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

  □セミナー会場 

□オンライン 

※ 記載欄が不足する場合は、当様式をコピーして追加してください。 

※ 個人データの漏えいなどに対する安全管理のため、必要かつ適切な措置を講じております。 


